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２．対象・目的・内容
特定認可外保育施設に対する運営費等補助事業
　○対象事業者：ＮＰＯ法人

年

　ひよこ保育園
　○対象事業：保育事業
　○対象条件等：兵庫県の「特定認可外保育施設認定基準適合施設」に適合し、認可保育所に準じた各種保育事業
を実施している。
　（平成28年度実績）
　　① 施設運営事業　3

度

,429,000円
　　　（児童保育処遇向上事業・３号認定子ども受入れ保育士確保事業・児童健康診断事業・障害保険掛金助成事

事 業 概 要 業・処遇改善臨時特例補助金）
　　② 長時間保育事業　4,771,000円

　

　　③ 障害児保育事業　897,000円
　
　

特定認可外保育施設に適合する施設及び通所する児童及びその保護者
事業の対象

（誰・何を）

特定認可外保育施設が円滑な運営を行うことで、児童の処

１

遇を向上させ、健全な

当

．

育成を図る。また、児

事

童を安心し
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務
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問わず利用者が多い施設である。

評 認可保育所と同程度の保育事業を実施しており、利用する保護者の子育てや就労、児童の処遇向上等について、今

説 明 後も、市として認可保育所と同程度の支援が必要であると考える。

価

事業の概要説明

５．事業の実績・目

書
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指 標 名 総入所児童数 単　位 人

説 明 や 数 式 当該保育園の総園児数
成 果

年 度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
指 

年

標 目 標 値 747 747
実 績 値 705 747

① 経 費 （ 千 円 ） 9,175 9,175
単位当たりのコスト 13.01 12.28

指 標 名 市内児童の入所児童数 単　位 人

説 明 や 数 式 園児のうち市内の児童数
成 果

年 度 平成27年度 平

度

成28年度 平成29年度 平成30年度
指 標 目 標 値 594 594

実 績 値 523 594
② 経 費 （ 千 円 ） 9,175 9,175

単位当たりのコスト 17.54 15.45
ひよこ保育園は、０歳～５歳の児童を平成27年度には平

　

均で59人（市民44人）、平成28年度で62人（市民50人）を
実績・成果 受け入れている。市内において、認可保育所で一部未実施の延長保育事業を行うなど、以前から積極的な保育事業

を実施しており、利用する保

当

護者の子育て支援や児童の健全育成に寄与している。
等 の 説 明 　

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 4 実施主体の妥当性 1

１ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事

初

業 の 継続実施
次 総合評価

認可外保育施設であるが、認可保育所と同等の保育事業を実施しており、過去からの市内の利用者も多いことから

評 補助金による支援を実施する必要性がある。

説 明
価

評 価 事業の優先度(緊急性) 4

予

事業の必要性 4 実施主体の妥当性 1

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
補助対象施設である「ひよこ保育園」は、認可外ではあるが、以前から市内外を




